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（懇談会開催とテーマ）
７月１日（火）、盛岡市長と本会役員等とが成年後見をどうす

すめるかをテーマとした懇談会を行いました。本会がこれまで
進めてきた成年後見に関する相談や後見人としての活動の中か
ら、本人、家族や施設職員等から直接相談を受けた実情から「成
年後見をどうすすめるか」という課題に集約し、５の具体的な
テーマについて盛岡市の取り組み、考えを聞きました。市は市
長、関係課長・室長ほか８名が出席、本会は理事長ほか２０名
が出席しました。市側からの発言要旨は、次のとおりでした。

 
（市の取り組み・考え）
◆　知的障がい者等の成年後見制度の活用をどのように広めるかについて

パンフレットをつくり地域包括支援センターなどへ配布し PR している。ホームページの質問コー
ナーを設けているが、広報はまだ行っていない。障がい者の方の需要が高まってきているので、さら
に周知していく。地域ケアネット会議などの意見も生かしていく。

◆　資力や身寄りがない方でも活用しやすい条件をどのように充実していくかについて
市長が行う申立ては親族がいないなど一定の事情の方が対象となり、費用は負担能力がない方に市

が負担することにしている。報酬の助成は親族が後見人となる場合には対象としていないが、全国に
は一部助成している例もあり、今後研究していく。障がい者は障がい福祉課、高齢者は高齢者支援室
が市長申立ての対応をしているが、どこに相談したらいいか分かり易くしていきたい。市長申立てに
ついてのガイドライン、マニュアルをつくらなければならないと考えている。

◆　後見人となる方が少なく市民後見人を必要としているが、確保・養成をどのように進めるかについて
市民後見人が不足しており、今年度市は、養成講座を開設する。内容も手作りで、十分な時間数で

はないが一歩踏み出したい。今年度 20 名を対象に行うが、今後も継続していきたい。必要があれば人
数を増やしたい。開催には協力してほしい。あまり難しい事例でない方は市民後見人であれば引き受
けができることになるかもしれない。

◆　後見人となる親族、市民をサポートする体制整備について
まだ具体的にはなっていないが、ネットワーク会議でどういうものがよいか、時間をかけてつくっ

ていきたい。
◆　成年後見を進める確固とした公的組織としての「成年後見センター」設置について 

最終的には、後見センターの検討ということになる。社会福祉協議会へ委託する例が多いと思う。
それが一番いいか、社会福祉協議会と相談したり、後見センターと意見交換させていただく。

（次ページへ）

“成年後見のことどうすすめるか”盛岡市長と話し合いました



寄 付 金 ・賛 助 会 費 ・助 成 金

  ありがとうございました

平成 25年度中に寄付金、賛助会費、助成金をいただいた皆様

（盛岡市長のコメント）　 
　皆様は、平成 20 年の設立から活発な活動をさ
れているが、もっと制度の周知を、という御提言
があったので、市のホームページ、広報などの媒
体を通じて皆様の活動をお知らせするよう心がけ
ていきたい。会の運営には資金が必要となるが、
寄附金控除という制度があるので、周知を行えば、
そこに心寄せられ、寄附をしていただける方も増
えるのではと思う。
　高齢者、知的障がい者の方を含めておよそ 1 万
人程度成年後見の対象になると思われる方がい
らっしゃり、大変多くの数の方だが、市としてそ
れらの方々への対応が出遅れていると思ってい
る。最近になって市議会でも後見人の制度につい
て質問が出るようになってきた。どちらかという
と認知症関係のほうが主体であるが、どちらにし
ても必要なことなので、市とすれば新たな一歩を
踏み出すことなので、先輩となる皆様と連携を取
らせていただきたい。

　市民後見人については、今後養成講座を開く方
向で進めているので、皆様の多くの協力をお願い
したい。
　高齢者支援室や障がいの部署など、複数の部署
が横断的に対応しなければならいことがあると感
じ、また社会福祉協議会という組織もあるので、
連携のあり方も含めて研究する必要があると思っ
ている。消費生活センターの話題が出たが、この
組織は盛岡広域で連携を取りながらやっており、
全国的にも高い評価をいただいている。同様に、
本日話し合った課題は、盛岡だけの課題ではなく、
盛岡広域全体の課題だと思う。各首長の懇談会が
あるので、力を合わせてやった方が良い課題につ
いて、テーマとして取り上げながら、広域での取
り組みも考えていきたいと思う。 
　皆さん大変御苦労されながら、避けては通れな
い課題について真正面から取り組んでいただいて
おり、心から敬意と感謝を申し上げる。今後もよ
ろしくお願いします。



平成25年度の活動を終えて
平成25年度の活動、資金収支の状況をお知らせします。
◆　活動は、多くの方に成年後見制度の理解、活用を呼びかけること（普及・啓発事業）、制度の活用、家庭裁判所に申立てる

書類作成についての相談・支援を行うこと（相談事業）、成年後見人を引受けた方へ法人として支援を行うこと（成年後見
支援事業）を柱にして活動を行いました。

　　・　普及・啓発事業では、会報の発行、ポスターやチラシの掲示・配布を行いました。また４つの親の会等の研修会へ出
向き、話し合いを行った。

　　・　相談事業では、生活をしていく上で制度を活用したいという方のために、４月から３月まで相談日（月曜日～金曜日）
を２３８日開き相談を受けました。福祉施設の親の会等にも出向きました。

　　・　成年後見支援事業では、法人として新たに３人を受任して、８名の方について、成年後見事業運営員会（委員７名）
の助言を受け、支援チーム（１人の方に２名の支援員が担当）が、ご本人の身上に配慮しながら財産管理、身上監護
の支援を行いました。

◆	 資金の収支は、会社等へ賛助会員募集や「市民や企業との交流会」へ参加して活動の資金基盤をしっかりつくる活動を
行った。活動資金は、収入の総額が２，８３２千円となりました。内訳が正会員、賛助会員から会費４５７千円、寄付金
が６９５千円、助成金が３００千円、成年後見人としての報酬が１，３３８千円でした。また、支出の総額は２，７７７千
円となりました。内訳の主なものは、支援員等の旅費交通費が１，１１３千円、消耗品費が４１７千円、事務所家賃が
４２７千円でした。平成２５年度の収入・支出の差額は５４千円となりました。

◆	 認定NPO法人〈平成２４年１２月２５日付けで取得〉となった本会へ、平成25年中に活動資金として賛助会員又は寄付
金のご支援をいただいた方々に、税務署へ「寄付金控除の適用」申告をされるよう呼びかけをしました。

　平成25年度の特定営利活動事業に関する「貸借対照表」「活動計算書」は、次表のとおりです。

平成26年度に取組むこと
1　活動方針
　◆　成年後見制度の理解、活用を広めるための

活動を継続して進めること。
　◆　成年後見制度の活用に関する相談、申立て

に関する支援活動を継続して進めること。
　◆　法人として成年後見支援をしっかり進める

こと。
　◆　市民からの支援を広げ、活動基盤をしっか

りつくっていくこと。

2　執行体制
　　任期満了にともなって理事〈６名〉、監事（２名）が総会（平成
２６年５月１７日開催）において、選出されました。また、再選
後の理事会で理事長には石橋乙秀が互選されました。

理事長　石橋　乙秀〈重任〉
理　事　高橋　安夫〈重任〉
理　事　齊藤　芳弘〈重任〉
理　事　法領田　勉〈重任〉
理　事　榊　　　廣〈重任〉
理　事　土居るり子〈重任〉

監　事　加藤　義男〈重任〉
監　事　三田　哲雄〈重任〉

現　　　金

通常貯金 981,582

普通預金 356,986

郵便振替貯金

300,000

事業会計貸付金 962,978

2,601,546

1,800,000

1,800,000

4,401,546

962,978

962,978

962,978

3,473,260

△ 34,692

3,438,568

4,401,546

科　　　　目　 金　　　　　　　額　　　　

「貸借対照表」 平成２６年３月３１日　現在

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

建　　　物

車両運搬具

未収金

流動資産合計

２　固定資産

土　　　地

　資　産　合　計

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金

備　　　品

経営安定化積立金

固定資産合計

一般会計借入金

流動負債合計

２　固定負債

預り金

前受金

正味財産合計

負債及び正味財産合
計

　負　債　合　計

Ⅲ　正味財産

前期繰越正味財産

当期正味財産増加額

総　合 一般会計 事業会計
Ⅰ　経常収益

１　受取会費

正会員会費 145,000 145,000

賛助会員会費 312,000 312,000

受取寄付金 695,480 695,480

助成金 300,000 300,000

成年後見事業収入 1,338,000 1,338,000

その他事業収益 7,000 7,000

雑収入 34,755 17,755 17,000

2,832,235 1,477,235 1,355,000

賃金 215,420 64,626 150,794

旅費交通費 1,113,128 820,360 292,768

会議費 8,380 8,380

印刷製本費 84,625 42,313 42,312

通信運搬費 208,286 62,486 145,800

消耗品費 427,826 106,770 321,056

家賃 417,465 41,746 375,719

賃借料 9,450 9,450

研修費 84,620 42,310 42,310

保険料 29,200 720 28,480

諸会費 19,000 19,000

公租公課 4,100 900 3,200

雑費 24,091 8,521 15,570

2,645,591 1,218,132 1,427,459

印刷製本費 58,800 58,800

会議費 5,656 5,656

旅費交通費 51,720 34,000 17,720

公租公課 1,850 1,050 800

振替手数料 10,550 10,550

雑費 3,660 3,360 300

132,236 113,416 18,820

2,777,827 1,331,548 1,446,279

54,408 145,687 △ 91,279

54,408 145,687 △ 91,279

89,100 89,100

△ 34,692 145,687 △ 180,379

3,473,260 4,254,914 △ 781,654

0 945 △ 945

3,438,568 4,401,546 △ 962,978

「活動計算書」

２　管理費

　　管理費計

５　その他収益

　経常収益　計

Ⅱ　経常費用

１　事業費

　事業費計

法人税、住民税及び事業税

平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

科　　　目

２　受取寄付金

３　受取助成金

４　事業収益

前期繰越正味財産修正額

経常経費計

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益

Ⅳ　経常外費用

当期正味財産増減額

経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額



「市民後見人入門講座」が開催されます
～　盛岡市、成年後見センターもりおかとの共催で　～

　市民の立場で後見活動を行う市民後見人の入門講座に参加しませんか。
知的障がい、精神障がい、認知症などのために「ご本人の判断だけでは不安な方」の後見人とし
て活躍される方の講座が開かれます。
　いま、成年後見の最も大切な役割を担う後見人を必要としています。なかでも地域で見守りが
できる市民後見人を多く求めています。

講座の実施要領〈抜粋〉

● 受講対象者　盛岡市在住または在勤の方で、
社会貢献に意欲があり成年後見制度及び福祉
活動に関心のある方

● 定　員　２０名程度
● 講　師　特定非営利活動法人成年後見センター

もりおか理事長〈弁護士〉ほか

● 日程及び講義内容　市民後見人に係る講義

 

● 時　間　13 時 30 分～ 15 時 40 分
● 受講料　無料
● 場　所　「プラザおでって（盛岡市中の橋通）」３階特別会議室（第１回は３階大会議室） 
● 受講者の募集決定等

・ 募集は、「広報もりおか（平成２６年８月１５日号）」へ掲載し、平成２６年８月２０日（水）から
盛岡市障がい福祉課で電話受付け , 先着順で決定する。

・ 受付締切は平成２６年９月５日（金）まで。受講者決定後に受講者へ受講案内を送付する。
 

申込み・問合せ先　
　盛岡市保健福祉部障がい福祉課　相談認定係
　・盛岡市内丸１２番２号　電話　０１９－６５１－４１１１　（内線　２５１２～２５１５）


